
◎
論

説

小
特
集
◎
漢
語
と
日
本
語

近
代
日
中
学
術
用
語

の

研
究

を

め
ぐ

っ
て

荒

川

清

秀

・
・
…

は
じ
め
に

近
年
来
、
日
中
で
の
近
現
代
漢
語
、
と
り
わ
け
学
術
用
語
の
研
究

が
日
本
の
み
で
な
く
、
香
港
、
大
陸
、
そ
し
て
西
欧
圏
に
お
い
て
も

盛
ん
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
日
本
で
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た

の
は
中
国
人

国
語
学
者
沈
国
威

に
よ
る

『近
代

日
中
語
彙
交
流
史
』

(沈
国
威

一

九
九
四
)

で
あ
る
。
近
代

に
お
け
る
日
中
の
語
彙
交
流
を
考
え
る
と

き
、
そ
の
中
核
と
な
る
の
は
日
本
語
か
ら
中
国
語

へ
と

い
う
流
れ
で

あ
り
、
沈

が
ま
ず
こ
の
点
に
注
目
し
た
の
は
慧
眼
で
あ

っ
た
。

日
本
語
か
ら
中
国
語

へ
の
語
彙
の
流
入
の
研
究
と
い
う
と
き
、
日

本
で
は

つ
と
に
、
さ
ね
と
う

・
け

い
し
ゅ
う

(実
藤
恵
秀
)

『中
国

人
日
本
留
学
史
』

(く
ろ
し
お
出
版
、

一
九
六
〇
)
、
香
港
で
は
潭
汝

謙

『近
代
中
日
文
化
関
係
研
究
』
(香
港
日
本
研
究
所
、

一
九
八
八
)
、

大
陸
で
は
高
名
凱
ら
の

『現
代
漢
語
外
来
詞

研
究
』

(文
字
改
革
出

版
社
、

一
九

五
八
)
そ

の
発
展
と
し
て
の

『漢
語
外
来
詞
詞
典
』

(上
海
辞
書
出
版
社
、

一
九
八
四
)
が
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
は
、

か
れ
ら
が
在
華
宣
教
師

・
西
洋
人
た
ち
に
よ

る
翻
訳
書
、
英
華

・
華

　
　

　

英
の
辞
書

の
類
を
ほ
と
ん
ど
参
考
に
し
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
中
国
人
に
つ
い
て
い
え
ば
、
単
に
国
粋
的
な
立
場
か
ら
無
視
し

た
と

い
う
よ
り
も
、
そ
う
し
た
も
の
が
中
国

で
は
容
易
に
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
存
在
し
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
る

だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
注
家
熔

一
九
九
七
を
読
め
ば
、
印
刷
史
研
究

者
の
あ

い
だ
に
お

い
て
さ
え
、
近
代
に
お
け
る
最
初

の
中
国
語
辞
典

N
あ
K
aH'
^
ソ
ン
6̀

A
D
ictin
a
ry
of
th
e
C
h
in
ese
L
an
g
ua
g
e
を
み

る
こ
と
が
ど
ん
な
に
た
い
へ
ん
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
日
本
で
は
本
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学
を
始

め
公
共
機
関
に

一
五
点
も
あ
り
、
そ
の
複
製
本

(ゆ
ま
に
書

房
)
さ
え
存
在
す
る
と

い
う

の
に
で
あ
る
。
ま
た
、

の
ち
に
述
べ
る

ロ
ブ
シ

ャ
イ
ト
の
英
華
字
典
も
、
中
国
国
内
に
お

い
て
所
蔵
す
る
と

い
う
図
書
館
を
聞
か
な

い
。
沈
国
威

一
九
九
四
が
実

の
あ
る
研
究
と

な

っ
て
い
る

一
つ
の
原
因
は
、
中
国
に
い
て
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
多
く

の
資
料
を
日
本
に
お
い
て
直
接
手

に
と

っ
て
見
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
在
華
宣
教
師
た
ち

の
著
作
が
注
目

さ
れ
、
調
査
が
す
す
む
に
つ
れ
、
従
来
日
本
起
源
と
さ
れ
て
き
た
漢

語

の
中

に
、
明
治
維
新
よ
り
前

に
中
国
に
や

っ
て
き
た
宣
教
師

・
西

洋
人
た
ち
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
徐
々
に
わ
か

っ
て
き
た
し
、
語
彙
交
流

の
流
れ
が
あ
る
と
き
は
錯
綜
し
た
も

の
で

あ
る
こ
と
も
わ
か

っ
て
き
た
。

在
華

宣
教
師
た
ち
の
資
料
は
、

一
部

で
は
あ

っ
た
が
早
く
か
ら
日

本

の
国
語
学
者
に
注
目
さ
れ
て
い
た
。
山
田
孝
雄
、
古
田
東
朔
ら
は

一
九
世
紀
以
降

に
来
華
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
た
ち

の

一
部

ム
　

　

の
著
作
を
と
り
あ
げ
て
い
る
し
、
森
岡
健
二
は
、
明
治
初
期
に
お
け

る
英
和
辞
書
や
翻
訳
書
が
、
そ
の
訳
語
の
多
く
を
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
の

『英
華
字

典
』

(
一
八
六
六

-
六
九
)
に
負

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
た

(森
岡

一
九
六
九
)
。
こ
う
し
た
面

で
は
日
本

の
方
が
中
国

よ
り
先
を
歩
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。
沈
国
威
は
こ
う
し
た
日
本

の
成

果
に
学
び
、
資
料
を
利
用
す
る
と
同
時

に
、

一
方

で
中
国
人
と
し
て

の
利
点
を
生
か
し
、
清
末
か
ら
明
治
初
期
に
来
日
し
た
中
国
人
外
交

官
た
ち

の
旅
行
記
に
着
目
し
、
そ
の
中
に
お
け
る
日
本
語
語
彙

の
影

響
に
つ
い
て
考
証
し
た
。
中
国
人
外
交
官
た
ち

の
文
章
は
文
語
文
で

あ
り
、
日
本
人
研
究
者
が
利
用
す
る
に
は
決

し
て
や
さ
し

い
も
の
で

は
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
十
年
来
、
主
に
日
本
の
国
語
学
か
ら
刺
激
を
受
け
つ

つ
、
日
中
に
お
け
る
共
通
の
漢
語
と
り
わ
け
地
理
学
用
語
の
起
源
と

伝
播

の
問
題
に
と
り
く
み
、

一
九
九
七
年
の
秋
に

『近
代
日
中
学
術

用
語

の
起
源
と
伝
播

地
理
学
用
語
を
中
心

に

』
を
白
帝
社

よ
り
上
梓
し
た

(以
下
荒
川

一
九
九
七
と
す
る
)
。
筆
者
が
こ
こ
で

あ

つ
か

っ
た
語
は

「
熱
帯
」
等

の
五
帯

の
名
称
、
「回
帰
線
」
「海
流
」

「暖
流
」
「寒
流
」
「貿
易
風
」
「半
島
」
等
わ
ず
か
な
も
の
に
す
ぎ
な

い
が
、
単
に
語

の
初
出
を
提
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
語

を
通
し
な
が
ら
、
日
中
で
訳
語
が
生
ま
れ
る
と
き
の
し
く
み
を
明
ら

か
に
し
、
伝
播

の
過
程
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
。
さ
い
わ

い
、
『学
鐙
』

『毎
日
新
聞
』

『日
本
経
済
新
聞
』

『中
国
図
書
』

『東
方
』
『し
に
か
』

『地
理
学
評
論
』
等

に
お

い
て
多
く
の
異
な

る
分
野
の
方
か
ら
紹
介

批
評
を

い
た
だ
い
た
し
、
日
本
科
学
史
学
会
年
会

(
一
九
九
八
・五
・

三
〇
)
、
中
部
日
本
語
研
究
会

(七
・
一
五
)
、
ド
イ

ツ
、
ゲ

ッ
チ
ン

ゲ
ン
大
学
の

「近
現
代
漢
語
学
術
用
語
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
の
交
流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(九
月
)
等
で
の
講
演
、
報
告
を
通
し
、
各
分
野
の

方

々
と
議
論
を
交
わ
し
、
質
問
を
受
け
る
中

で
問
題
点
を
よ
り
明
確

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
点
を
中
心
に
荒
川

一
九
九
七
を
補
訂
し
た

い
。
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ど
の
よ
う
な
資
料
を
み
る
べ
き
か

e

地
理
書

上
で
、
従
来

の
中
国
で
の
研
究
が
資
料
面
で
大
き
く
制
約
を
受
け

て
い
る
と

い
う

こ
と
を
述

べ
た
。
こ
れ
は

一
九
九
三
年
七
月
来
、
香

港
で
近
現
代
漢
語
の
語
誌

の
探
求
を
続
け
て
い
る
香
港
中
国
語
文
学

会
の

『詞
庫
建
設
通
訊
』
や
近
年
こ
の
分
野
の
大
き
な
成
果
で
あ

っ

た
イ
タ
リ
ア
人

マ
ッ
シ
ー
こ
の
著

(M
asin
i
1
9
9
3
)
で
も
そ
う
で
、

日
本
に
く

れ
ば
当
然
見
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
大
切
な
資
料
を
多

く
見
の
が

し
て
い
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

語
の
起
源
を
追
究
す
る
過
程
で
、
た
と
え
そ
の
存
在
が
わ
か

っ
て

い
て
も
、
す
べ
て
の
資
料
に
目
を
通
す
と

い
う

こ
と
は
困
難
な
こ
と

で
あ
る
。
問
題
は
ど
の
よ
う
な
資
料
が
、
そ
の
語
を
問
題
に
す
る
上

で
避
け
て
通
れ
な

い
、
カ
ギ
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
だ
。
こ
こ
で
は

筆
者
が
荒

川

一
九
九
七
を
書
く
過
程
で
利
用
し
た
資
料
、
な
ら
び
に

そ
の
後
気

の
つ
い
た
資
料

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
当
然
な
が
ら

資
料
は
地

理
学
を
中
心
と
す
る
も
の
と
な
る
。

地
理
学

関
係
と
し
て
は
ま
ず
、

〇

一
六

〇
二

利
璃
實

(マ
テ
オ

・
リ

ッ
チ
)

『坤
輿
万
国
全
図
』

を
見
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
本
図
の
ほ
ぼ
完
全
な
も

の
は
世
界
に
三

組
し
か
残

っ
て
い
な
い
。
そ
の
う
ち
バ
チ
カ
ン
教
皇
庁
図
書
館
に
あ

る
も
の
は
、
デ
リ
ア
神
父
に
よ

っ
て
注
釈

つ
き
の
大
冊
が
出
て
い
る

(D
'elia
1
9
3
°。
)
。

マ
ッ
シ
ー

二
が
利
用
し
た

の
は
こ
れ
で
あ

る
。

日
本
で
は
京
都
大
学
付
属
図
書
館
と
宮
城
県

図
書
館
に
あ

っ
て
、
前

者
は
秋
岡

一
九
八
八
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
織
田

・
室
賀

・

海
野

一
九
八
六

『日
本
古
地
図
大
成

世
界
図
編
』

(講
談
社
)
や
宮

城
県
文
化
財
保
護
協
会

の
複
製
図
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
と
も

に
現
在
絶
版
。

一
九
九
六
年
に
京
都

の
臨
川
書
店
か
ら
原
寸
大

の
複

製
版

(三
二
枚
組
)
が
出
、
宮
城
図
で
は
は

っ
き
り
し
な
か

っ
た
部

分
も
こ
れ
に
よ

っ
て
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な

っ
た

(た

だ
し
価
格
は

一
〇
万
を
越
え

る
)
。
活
字
本
と
し
て
は
京
大
図
に
基

づ
く
鮎
沢

一
九
四
四
が
あ
り
、
原
図

の
写
真
と
対
照
し
て
利
用
す
れ

ば
き
わ
め
て
有
益

で
あ
る
。
リ

ッ
チ
で
は
こ
の

一
六
〇
二
年
図
が
も

っ
と
も
重
要
な
も

の
で
あ
る
が
、
リ

ッ
チ
の
用
語
の
変
遷
を
み
る
に

は
、〇

一
五
八
四

輿
地
山
海
全
図

(『図
書
編
』
所
収
)

〇

一
六
〇
〇

山
海
輿
地
全
図

(『月
令
広
義
』

『三
才
図
会
』
所

収
)

〇

一
六
〇
五

乾
坤
体
義

「
天
地
渾
儀
説
」

(四
庫
全
書
本
、
神

戸
市
立
博
物
館
秋
岡
文
庫
)

を
も
参
照
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ち
な
み

に
、
『乾
坤
体
義
』

に

は

一
六
〇
二
年
図
で
フ
レ
ー
ズ

に
す
ぎ
な
か

っ
た

「熱
帯
」
が
語
と

し
て
出
て
い
る
し
'

1
六
O
二
年
図
に
は
な
か

っ
た

「寒
帯
」
が
使

わ
れ
て
い
る
。
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〇

一
六
二
一二

支
儒
略

(ア
レ
ニ
)

『職
方
外
紀
』

地
理
学
用
語
な
い
し

一
七
世
紀
以
降
に
お
け
る
イ

エ
ズ
ス
会
士
た

ち
の
翻
訳
活
動
、
訳
語
の
創
造
を
考
え
る
上
で
、
リ

ッ
チ
に
つ
い
で

重
要
な

の
は
ア
レ

ニ
の

『職
方
外
紀
』

で
あ
る
。
い
や
日
本

へ
の
伝

播
、
日
本
の
蘭
学
者

へ
の
影
響
、
そ
し
て
そ
の
後

の
中
国

へ
の
日
本

語
の
移
入
を
考
え
る
と
、
リ

ッ
チ
以
上
に
重
要
な
著
作
で
あ
る
と

い

え
よ
う
。
本
書
は
い
く

つ
か
の
叢
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
も

っ

と
も
信

頼
で
き

る
の
は

『天
学
初
函
』

(尾
張
徳
川
家
の
蓬
左
文
庫

に
あ
る
。
台
湾
学
生
書
局
に
も
複
製
本
が
あ
る
)

に
収
め
ら
れ
た
も

の
で
あ

る
。

一
九
九
六
年
に
中
華
書
局
よ
り
謝
方

の
校
訂
注
釈
本
が

出
て
利
用
が
い
っ
そ
う
便
利

に
な

っ
た
。

ア
レ

ニ
は

『職
方
外
紀
』

に
お

い
て
、
五
帯

の
名
称
と
し
て

「熱

帯
、
温
帯
、
冷
帯
」
を
あ
げ

て
い
る
。
「温
帯
」
以
外
は
リ

ッ
チ
図

の
説
明
を
受
け
熟
語
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
荒
川

一
九
九
七
で
は

ア
レ
ニ
の
著
作
と
し
て

『職
方
外
紀
』
し
か
利
用
し
な
か

っ
た
が
、

ア
レ

ニ
に
は

こ
の
ほ
か

『西
方
要
紀
』

(昭
代
叢
書
)

『西
学
凡
』

(天
学
初

函
)
『西
学
答
問
』
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ

ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
に
拠
点
を
お
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
図
書
館
を
踏
査
し
て

き
た
関
西
大
学

の
内
田
慶
市
氏
が
入
手
し
た

『西
方
答
問
』
に
は

「冷

帯
」

で
は
な
く

「寒
帯
」
が
出
て
い
る
。
荒
川

一
九
九
七
で
は
、
ア

レ
ニ
は
リ

ッ
チ
の

『乾
坤
体
義
』

の

「寒
帯
」
を
見

て
い
な

い
と
考

え
た
が
、
ア
レ
ニ
は
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

リ
ッ
チ
と
ア
レ
ニ
に

つ
い
で
重
要
な
も

の
は

つ
ぎ

の
フ
ェ
ル
ビ
ー

ス
ト
の
著
作
で
あ
る
。

〇

一
六
七
四

南
懐
仁

『坤
輿
図
説
』

(指
海
叢
書
本
、
秋
岡
文
庫
本
、
京
大
人
文
研
本
)

南
懐
仁

『坤
輿
全
図
』

(神
戸
市
立
博
物
館
蔵
名
品
図
録
)

〇

一
七
六

一

蒋
友
仁

『地
球
図
説
』

(文
選
棲
叢
書
本
、
日
本

『他
山
之
石
』
所
収
)

以
上
は

一
七
世
紀
か
ら

一
八
世
紀
に
か
け

て
の
イ
エ
ズ

ス
会
士
た

ち
の
著
作
だ
が
、

一
九
世
紀
以
降
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
た
ち

の
著
作
の
量
は
こ
れ
ら
を
は
る
か
に
上
回
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
中

国
人
開
明
官
僚
に
よ
る
著
作
も
加
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
う

ち
ま
ず
、
か
つ
て
中
国
の
言
語
学
者
王
力
が

『漢
語
史
稿
』
下

(語

彙
)
で
と
り
あ
げ
た
魏
源

の

『海

国
図
志
』

を
問
題
に
し
よ
う
。

『海
国
図
志
』
は
、
魏
源
生
存
中

に
三
回
版

が
出
て
い
る
し
、
そ
れ

以
後
も
何
回
も
出
て
い
る
が
、
今
主
な
も

の
を
あ
げ
る
と
、

つ
ぎ
の

よ
う
に
な
る
。

〇

一
八
四
四

五
〇
巻
本

(京
大
人
文
研
)

〇

一
八
四
七

六
〇
巻
本

(台
湾
成
文
出
版
社
複
製
本
)

〇

一
八
四
九

六
〇
巻
本

〇

一
八
五
二

一
〇
〇
巻
本

(成
豊
二
年

、
京
大
人
文
研
、
国
会

図
書
館
等
)

〇

一
八
七
六

一
〇
〇
巻
本

(光
緒
二
年

、
平
慶
浬
道
署
刊
本
/

z.}o



光
緒

六
年
重
刊
本
/
愛
知
大
学
図
書
館
)

〇

一
八
九
五

『増
広
海
国
図
志
』

一
二
五
巻
本

(韓
国
圭
庭
出

版
社
複
製
本
あ
り
)

『図
志
』
は
巻
頭

の

「簿
海
編
」
を
除
け
ば
西
洋
人
や
中
国
人

の

著
か
ら
の
引
用
が
大
部
分
を
占
め
、
そ
の
中
に
は
後
に
失
わ
れ
た
本

も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
王
力
も
い
う
よ
う
に

『図
志
』

に
出
て
く
る

新
語
は

『図
志
』
が
出
る
以
前

に
存
在
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
『図
志
』
を
よ
り
有
効
な
語
誌

の
資
料
と
し
て
利
用
す

る
に
は
、

『Q
志
1

1
O
O
巻
本
に
あ
る
と

い
う
よ
り
、
『図
志
』
○

○
巻
本
引
く

「美
理
寄
合
省
国
志
略
」

(初
版

一
八
三
二
)
に
あ
る
、

の
よ
う
に
書
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

『図
志
』

の
五
〇
巻
本
は
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
が
少
な

い
が
、
な

い

わ
け
で
は
な
く
、
日
本

で
は
京
大
人
文
研
、
中
国
で
は
中
国
科
学
院

ムヨ
　

図
書
館
等

が
所
蔵
し
て
い
る

(
い
ず
れ
も

一
八
四
四
年
本
)
。
ま
た
、

『小
方
壺

斎
輿
地
叢
紗
』

に
は

『図
志
』

に
引
か
れ
て
い
る
書
が
多

く
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
安
易

に
引
用
す
る
の
は
危
険

で
あ

る
。
と

い
う
の
は
、
魏
源
に
お

い
て
も
他
書
か
ら
の
引
用
は
誤
脱
が

バる
　

多

い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
王
力
が
利
用
し
た
の
は

一
〇
〇
巻
本
、

マ
ッ
シ
ー

二
が
利
用
し
た
の
は

一
二
五
巻
本
と
台
湾
成
文
出
版
社
六

〇
巻
本
で
あ
る
。

『図
志
』

に
は
西
洋
人
、
中
国
人
た
ち
先
人
の
文
献
が
多
く
採
ら

れ
て
い
る
が
、
魏
源
自
ら
は
地
理
学
用
語
や
近
代
用
語
を
創
造
す
る

と
い
う
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
上
で
あ
げ
た
リ

ッ
チ
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
人
た
ち
の
著
作
を
ま
と
ま

っ
た
か

た
ち
で
後
世
に
伝
え
た
と
い
う
点
を
評
価
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
訳
語

の
創
造
に
ほ
と
ん
ど
あ
ず
か
ら
な
か

っ
た
と

い
う
点

で
は
魏
源
に
つ

ぐ
徐
継
雷

の

『滅
環
志
略
』

(
一
八
四
八
)
も

同
じ
で
あ
る
。
訳
語

創
造

に
積
極
的
に
関
与
し
た
の
は
、
や
は
り

つ
ぎ
に
あ
げ
る
西
洋
人

の
手

に
な
る
地
理
書

で
あ
る
。

(

)
内
は
筆

者
が
利
用
し
た
書

の

所
在
、
特
記
が
な
い
も
の
は
架
蔵
で
あ
る
。
cσ
い
は

B
ritish
L
ib
rary

(英
国
図
書
館
)
の
こ
と
。

〇

一
八
四
七

ζ
"
三
器
。゚
「新
釈
地
理
備
考
』

(海
山
仙
館
叢
書
)

〇

一
八
四
八

箋
昌

『地
球
図
説
』

(宮
城

県
図
書
館
)

〇

一
八
Q
-K

H
ob
so
n
r天
文
略
論
』

(じ口
[
)

〇

一
八
五
三
-
六

『遽
爾
貫
珍
』

(じU
[
)

〇

一
八
五
三
l
Q

M
u
irh
ea
d
r地
理
全

志
』

(じd
[
、
宮
城
県
図
書
館
)

〇

一
八
五
五

H
o
b
son

f博
物
新
編
』

(関

西
大
学
)

〇

一
八
五
六

ζ
三
「9
巴

『英
国
志
』

(愛
知
大
学
)

W
ay

r地
球
説
略
』

(愛
知

大
学
)

ピ
①αqαq①
『智
環
啓
蒙
塾
課
初
歩
』

(口d
[
)

〇

一
八
五
七

-
八

W
y
lie
『六
合
叢
談
』
(bσ
[
、
宮
城
県
図
書
館
)

〇

一
八
Hi
-fi

W
y
lie
r談
天
』

(愛
知
大
学
)

〇

一
八
六
二

〇σ
「置
伽q
ヨ
彗

『大
美
聯
邦
志
略
』

(内
閣
文
庫
)

〇

一
八
七
三

『地
学
浅
釈
』

〇

一
八
七
Q

W
y
lie
r談
天
』

(愛
知
大
学
)
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〇

一
八
七
六

0000

八 八 八 八
九 八 八 七
六 三 二 七

W

illia
m
s
o
n

『格

物

探

原

』

(関

西

大

学

)

F
r
y
e
r

『格

致

彙

編

』

(南

京

古

籍

書

店

複

製

本

)

K
re
y
e
r

『測

候

叢

談

』

F
r
y
e
r

『
地

質

須

知

』

(じ口
r
)

F
r
y
e
r

『
地

理

須

知

』

(oこ
い
)

E
d
k
in
s

『地

志

啓

蒙

』

(愛

知

大

学

)

周
振
鶴

は
、
周

一
九
九
八

a
の
中
で
、
筆
者

の
論
文
に
言
及
す
る
と

同
時
に
、
以
下
に
あ
げ
る
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前

に
出
版
さ
れ
た
来
華
宣

教
師
た
ち
の
雑
誌
に
注
目
す
べ
き

こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

『察
世
俗
毎
月
統
記
伝
』

(≦
一器

一
8
1
5
-
2
2
,
B
L
)

『特
選
撮
要
毎
月
ma
u
』

(M
ed
h
u
rst
1
8
2
3
-
2
6
,
B
L
)

『天

下
新
聞
』

(?
)

『東

西
洋
考
毎
月
統
記
伝
』

(O
ρ
巨
9・f
18
3
3-
2
5
,
中
華
書
局

複
製
本
あ
り
)

こ
う
し
た
雑
誌
を
含
む
上
記
の
書
が
も

っ
と
も
ま
と
ま

っ
て
存
在

す
る
の
は
英
国
図
書
館
で
あ
る
が
、
八
耳

一
九
九
五
に
よ
れ
ば
日
本

国
内
に
も
か
な
り

の
数
が
存
在
す
る
。
こ
の
点
で
も
日
本
の
研
究
者

は
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
な
お
、
荒
川

一
九
九
七
で
は

『大
美
聯
邦

志
略
』

ま
で
は

い
ち
お
う
の
紹
介
を
し
た
が
、
そ
の
後

の
江
南
製
造

総
局
で

の
訳
語
や
日
本
語
か
ら
の
訳
語
、
そ
れ
に
周

一
九
九
八

a
の

あ
げ
る
雑
誌
類

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ

た
。
こ
れ
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

口

辞
書

専

門

書

と

と

も

に
辞

書

も

訳

語

の
研

究

に
は

不

可
欠

の
も

の

で
あ

る
。

し

か

し

、

中

国

で

の
近

代

語

研

究

に

お

い

て
、

以

下

に
あ

げ

る

辞

書

は

一
部

を

の

ぞ
き

ほ

と

ん
ど

使

わ

れ

て

い
な

い
。

即

ζ
゜
r
r
is
o
n

か

ら

J
.
D
o
o
little
は

稀

観

で
あ

る

か

ら

と

も

か

く

、

『華

英

音

韻

字

典

集

成

』

以

下

は
、

中

国

の
古

書

店

を

時

間

を

か

け

て
さ

が

せ

ば

み

つ
か

ら

な

い

も

の

で

も

な

い

の

に

で

あ

る

。

マ

ッ

シ

ー

二
は

即

M
o
r
r
is
o
n

の
中

国

語

辞

典

を

利

用

し

た

と

述

べ

て

い
る

が

実

際

に

引

用

し

て

い

る

の

は

そ

の

H
部

の

『
五

車

韻

府

』

の
み

で
、

こ

れ

は

の

ち

の
版

の
可

能

性

が

あ

る

。

ま

た

、

r
。
げ
ω
9

巴
α
か

ら

の
引

用

は

漢

英

字

典

(
一
八

七

一
)

の

み

、

そ

れ

に

J
.
D
o
o
litt
le

G
辞

書

が

使

わ

れ

て

い

る

に

す

ぎ

な

い
。

ロ
ブ

シ

ャ
イ

ト

ま

で

は

以

下

の
官

話

と

の
辞

書

が

重

要

で
あ

る

。

　

1
8
1
5
-
2
3

R
.
M
o
r
r
is
o
n
,
A

D
ic
tin
a
ry
of
C
h
in
e
se
L
a
n
g
u
a
g
e

　

1
8
4
2
-
4
3

W

.
H
.
M
e
d
h
u
r
st,
C
h
in
es
e
a
n
d
E
n
g
lis
h
D
iction
a
ry

0

1
8
4
4

S
.
W

.
W

illia
m
s
,
E
n
g
lis
h
a
n
d
C
h
in
e
se
V
o
ca
b
u
la
ry

in
the
c
ou
rt

d
ia
le
ct
『英

華
韻

府

歴

階

』

　

1
8
4
7
-
4
8

W

.
H
.
M
e
d
h
u
r
st,
E
n
g
lis
h
a
n
d
C
h
in
es
e
D
ictio
n
a
ry

(　
1
8
6
6
-
6
9

W

.
L
o
b
s
c
h
e
id
,
E
n
g
lis
h
a
n
d
C
h
in
es
e
D
iction
a
ry

日
本
国
内

の
英
華

・
華
英
辞
典

の
所
在

と
書
誌
を
調
査
し
た
飛

田

・
宮
田

一
九
九
七
に
よ
れ
ば
、
モ
リ
ソ
ン

の
辞
書
は
日
本
国
内

の

242



公
共
図
書
館
に
約

一
五
点
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト

の
漢
英
は

一
〇
点
、
英

漢
は
九
点

、
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
は
五
点
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
は
約
八
〇
点

存
在
す

る
。
こ
の
う
ち
、
モ
リ
ソ
ン
は
ゆ
ま
に
書
房
か
ら
、
メ
ド

ハ

ー
ス
ト
の
漢
英
と

ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
の
英
華
は
東
京
美
華
書
院
か
ら
す

で
に
複
製
版
が
出
て
い
る
。
九
八
年
秋
に
大
空
社
が
刊
行
を
開
始
し

た

『英

華

・
華
英
辞
典
集
成
』

(那
須
雅
之
鑑
修
)
は
、
上
記

モ
リ

ソ
ン
、

メ
ド

ハ
ー
ス
ト
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
の
辞
書
と
あ
わ
せ
る
こ
と

で
初
め
て
真

の

「集
成
」
と
な
る
。
と
も
か
く
、
お
金
と
時
間
が
か

か
る
と

は
い
え
、
日
本

の
研
究
者
が
資
料
検
索
に
お
い
て
外
国
の
研

究
者
よ
り
有
利
な
条
件
に
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

さ
て
以

下
は
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
以
後
の
も
の
だ
が
、
こ
の
時
期

に
な

る
と
在
華
宣
教
師
た
ち
の
訳
語
統

一
の
試
み
を
反
映
し
た
辞
書
も
あ

ら
わ
れ

る
。
ド
ー
リ
ト
ル
、

マ
テ
ィ
ア
、

ヘ
メ
リ
ン
グ
た
ち
の
も
の

が
そ
う

で
あ
る
。

ロ
ブ

シ
ャ
イ
ト
の
辞
書
に
収
録
さ
れ
た
語
は
の
ち
に
廊
其
照

の

一

連

の
辞
書

や

『華
英
音
韻
辞
典
集
成
』
に
継
承
さ
れ
て
い
く
が
、
そ

れ
が
現
代
中
国
語
に
ど
れ
ほ
ど
引
き
継
が
れ
て
い
る
か
は
ま
だ
よ
く

わ
か

っ
て
い
な
.髄
。
な
ぜ
な
ら
、
沈
国
威

一
九
九
四

(
一
九
五
頁
)

に
よ
れ
ば
、
英
華
辞
典
は
日
本

の
英
和
辞
典

の
影
響
を
受
け
る
こ
と

で
英
漢
辞
典
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
近
年

ロ
ブ
シ
ャ

イ
ト
が
英
華
字
典
を
編
纂
す
る
際
、
堀
達
之
助

の

『英
和
対
訳
袖
珍

辞
書
』
(
一
八
六
二
)
を
利
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
が
、

現
在

の
と

こ
ろ
そ
の
影
響
を
過
大
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本

語

か

ら

の
影

響

は

む

し

ろ
堀

↓

ロ
ブ

シ

ャ
イ

ト

と

い
う

経

路

で

は

な

く

、
以

下

に

あ

げ

る

『新

爾

雅
』
、
顔

恵

慶

や

ヘ

メ
リ

ン

グ

そ

れ

に

『
辞

源

』

以

下

の
辞

書

を

通

し

て
行

な

わ

れ

た

か

ら

で
あ

る

。

　

1
8
7
2

J
.
D
o
o
little
,
C
h
in
e
s
e
L
a
n
g
u
a
g
e
R
om
a
n
iz
e
d

tin

th
e

M
a
n
d
a
rin
D
ia
le
ct

r英

華

葦

林

韻

府

』

〇

一
九

〇

二

華

英

音

韻

字

典

集

成

〇

一
九

〇

三

『新

爾

雅
』

(白

帝

社

、

台

湾

文

海

出

版

社

)

0

1
9
0
4

C
.
W

.
M
a
te
e
r
,
T
e
ch
in
ica
l
T
er
m
s

O

一
九

〇

八

顔

恵

慶

『英

華

大

辞

典

』

　

1
9
1
6

K
.
H
e
m
e
lin
g
,
E
n
g
lis
h
-C
h
in
e
s
e
D
ic
tion
a
ry

of

th
e

S
ta
n
d
a
rd

C
h
in
es
e
S
p
o
ke
n
L
a
n
g
u
a
g
e

(官

話

)

0

1
9
1
3

M
o
rg
a
n
,
N
ew

T
er
m
s
&

E
xfrre
ss
io
n

　

1
9
1
4

M
a
te
e
r
,
N
e
w

T
e
rm
s
fa
r
N
ew

I
d
e
a
s

O

一
九

一
五

『
辞

源

』

(商

務

印

書

館

)

〇

一
九

二

七

『
総

合

英

漢

大

辞

典

』

(商

務

印

書

館

)

〇

一
九

三

七

『
辞

海

』

(商

務

印

書

館

)

〇

一
九

四

八

『
増

訂

総

合

英

漢

大

辞

典

』

(商

務

印

書

館

)

学
術
用
語
の
研
究
は

学
際
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

近
代
語
、
学
術
用
語
の
研
究
は
従
来
ど
ち

ら
か
と

い
え
ば
国
語
学

者
が
中
心

に
な

っ
て
行
な

っ
て
き
た
。
科
学
史
家
も
関
心
が
全
然
な
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か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
科
学
史
家
に
と

っ
て
大
切
な
こ
と
は
概

念
の
形

成
史
あ
る
い
は
原
語
そ
の
も
の
に
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し

た
が

っ
て
、
か
れ
ら
に
と

っ
て
訳
語
の
初
出
に
こ
だ
わ
る
国
語
学
者

や
、
し
ば
し
ば

「古
典

に
レ
フ
ァ
ー
」
し
よ
う
と
す
る
中
国
人
学
者

　
　

　

の
態
度

は
あ
ま
り
意
味

の
あ
る
こ
と
の
よ
う

に
は
み
え
な
い
。

し
か
し
、
方
法
、
関
心
の
あ
り
か
た
の
違

い
は
と
も
あ
れ
、
学
術

用
語
と

い
う
の
は
必
然
的
に
学
際
的
な
協
力
を
必
要
と
す
る
。
わ
れ

わ
れ
に
で
き
る
こ
と
は
、

い
か
に
し
て
自
己

の
専
門
の
特
色
を
生
か

し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
か
で
あ
る
。

学
際

的
な
協
力
が
必
要
な
こ
と
の

一
つ
は
、
あ
る
分
野
で
す
で
に

自
明

の
こ
と
が
、
他

の
分
野
で
論
争

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
た
と
え
ば

「病
院
」
と
い
う
語
が
和
製
漢
語
か
ど
う
か

と

い
う

こ
と
が
八
〇
年
代
に
国
語
学
者
の
間
で
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
四
分
の

一
世
紀
も
前
に
地
理
学
者

の
鮎
沢
信

ム
フ

　

太
郎
が
先

の

『職
方
外
紀
』
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

「化
学
」
と

い
う
語
は
国
語
学
者

の
研
究
に
お
い
て
は
『格
物
入
門
』

(
一
八
六
八
)
が
も

っ
と
も
古

い
例
と
さ
れ
て
い
た
が

(古
田

一
九

六
三
b
)
、
か

つ
て
中
国
科
学
史

に
も
関
心
を
よ
せ
て
い
た
中
国
思

想
史
家

の
坂
出
祥
伸
は
そ
の
初
出
例
が

『格
物
入
門
』
よ
り
も
前
の

『六
合
叢
談
』

(
一
八
五
七
)
に
あ
る
こ
と
を

つ
き
と
め

(坂
出

一
九

七
〇
)
、
そ
の
論
文
は
科
学
史
学
会

の
機
関
誌
で
あ
る
『科
学
史
研
究
』

に
掲
載

さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
語
学

の
分
野
で
は
ど
う
も
知
ら
れ
る

こ
と
が

な
か

っ
た
よ
う
で
、
国
語
学
者

の
佐
藤
亨
は

『六
合
叢
談
』

の
語
彙
に
つ
い
て
調
査
し
た
論
文

(佐
藤

一
九
八
六
)

の
中
で

「化

学
」
の
存
在
は
指
摘
す
る
も
の
の
、
坂
出
論

文
に
は
言
及
し
て
い
な

い
。

マ
ッ
シ
ー

二
が
あ
げ
る

「化
学
」

の
初

出
例
も
な
ぜ
か

『格
物

入
門
』
と
な

っ
て
い
る
。

「化
学
」
の
初
出
は
近
年
劉
広
定
や
八
耳
俊
文

の
研
究
に
よ
っ
て
、

『六
合
叢
談
』

の
編
集
に
か
か
わ

っ
て
い
た

ワ
イ
リ
ー
や
中
国
人
協

力
者
で
あ
る
王
輻
た
ち
が

一
八
五
五
年
ご
ろ
に
使

っ
て
い
た
と

い
う

こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。
劉
広
定
に
よ
れ
ば
王
鱈
の
日
記

の
成
豊
五
　
　

　

年

(
一
八
五
五
)
一
月

一
四
日
の
項
に
「化
学

」
が
出
て
く
る
と

い
う
。

し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
分
野
で
は
も
う

一
つ
別
の
要
因

に
よ

っ
て
、
「化
学
」
初
出
の
問
題
が
混
乱

の
状
態
を
呈
し
て
い
る
。

そ
れ
は
中
国
化
学
史
界
の
重
鎮
で
あ
る
播
吉

星
が
提
起
し
た
「化
学
」

『格
物
探
原
』
初
出
説
で
あ
る
。

『格
物
探
原
』

に
は
た
し
か
に

「化

学
」
が
出
て
く
る
が
、
播
は
い
く

つ
か

の
根

拠
を
も
と
に
同
書
の
成

立
年
代
を

一
八
五
七
か
ら
五
八
年

の
間
と
し

(播

一
九
八

一
)
、
他

の
中
国
の
化
学
史
家
た
と
え
ば
衰
翰
青
も
こ

の
説
を
踏
襲
し
、
さ
ら

に
は
そ
の
活
字
本
の
影
印
さ
え
あ
げ
た

(楊
根

一
九
八
六
)
。
し
か
し
、

こ
の
活
字
本
が
播

一
九
八

一
が
見
た
も

の
と
同
じ
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は

一
八
八
〇
年
出
版
の
も
の
で
、
こ
れ
を
根
拠

に
す
る
意
味
が
わ
か

ら
な
い
。
日
本

の
科
学
史
家
菅
原
国
香
は
早

く
か
ら
播
の
説
に
疑
問

を
い
だ
き
、
国
立
国
会
図
書
館
等
で
の
調
査

に
基
づ
き
、
同
書
は

一

八
七
六
年

(光
緒

二
年
)
以
前

に
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
こ
と
を
主
張

　　
　

し
た
。
台
湾
の
学
者
劉
広
定
は
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
日
本
の
学
者

の

瑠



説
の
影
響
を
う
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
劉

一
九
九

一
に
お
い
て
播
ら
の

説
を
し
り

ぞ
け
、
光
緒
二
年
説
を
と

っ
た
。
ち
な
み
に
八
耳

一
九
八

六
の
目
録

で
も

『格
物
探
原
』
は
こ
の
光
緒
二
年
版
し
か
あ
が

っ
て

い
な

い
。
筆
者

の
蔵
す
る
も

の
も
ま
た
光
緒
二
年
版

で
あ
る
。
し
た

が

っ
て
、
「化
学
」

『格
物
探
原
』
初
出
説
は
す
で
に
成
立
し
な
い
と

い
っ
て
よ
い
。

も
う

一
つ
例
を
あ
げ
よ
う
。
「電
気
」
は
国
語
学
者
の
間
で
は

『博

物
新
編
』

(
一
八
五
五
)
が
も

っ
と
も
古

い
資
料
と
考
え
ら
れ
て

い

た
が

(古
田

一
九
六
三
b
)
、
科
学
史
家
の
八
耳
俊
文
は
在
華
宣
教

師

マ
ッ
ゴ
ウ
ァ
ン

(O
」
.
M
acgo
w
an
)
6
伝
記
を
た
ど
る
中
で

「電

気
」
と

い
う
語
が

『博
物
通
書
』

(
一
八
五

一
)
と

い
う
書

に
あ
る

こ
と
を

つ
き
と
め
る
と
と
も

に
、
日
本
で
の
伝
播
定
着
過
程
に
つ
い

て
も
緻
密

な
考
証
を
行
な

っ
た
。

(八
耳

一
九
九

二
)
。
『博
物
通
書
』

の
写
本

は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
刊
本
の
存
在
は
長
く
わ
か

ら
な
か

っ
た
も

の
で
あ
る
。
八
耳

一
九
九
二
は
刊
本

の
所
在
を

つ
き

と
め
る
と
と
も
に
、
写
本

の
所
持
者
、
写
本
間
の
関
係
を
た
ど
る
こ

と
で
、

「電
気
」
の
伝
播
定
着
過
程
を
追
究
し
た
。
同
論
文
は
紀
要

に
発
表

さ
れ
た
も
の
で
、
国
語
学
者
の
目
に
は
な
か
な
か
ふ
れ
る
こ

と
の
で
き

な
い
も
の
ゆ
え
、
こ
こ
に
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し

た
。

三

造
語
論
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ

語
の
起
源
を
追
究
す
る
過
程
で
、
初
出
例

を
追

い
求
め
る
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
作
業

の

一
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
だ
け
を
も

っ

て
探
索
の
目
標
と
考
え

て
は

い
け
な
い
。
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
と
同

時

に
、
そ
の
語
が

い
か
に
し
て
つ
く
ら
れ
た

の
か
と

い
う
問
い
を
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。荒
川

一
九
九
七
は
中
国
語
研
究
者
と
し
て
、

造
語
論
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
た
も

の
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ

を
原
語
と

の
関
連
か
ら
整
理
し
、
新
し

い
資
料
を
加
え

て
考
え
て
み

た
い
。

e

原
語
と
の
関
係

こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
近
代
日
中
学
術

用
語
と

い
う

の
は
、

い

わ
ば
近
代
西
洋
語
が
東
洋

で
い
か
に
し
て
漢
語
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ

た
か
と

い
う
訳
語
創
出
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

そ
う
し
た
語

の
創
出
者

の
頭
に
は
ま
ず
原
語
と

い
う
も
の
が
あ

っ
た

に
ち
が

い
な

い
。

m田

一フ
一ア
ン
証
㎝

中
国
語
の
近
代
翻
訳
史
を
考
え
る
上
で
、
仏
典

の
翻
訳

つ
ま
り
訳

経
史
は
そ
の
先
行
史
と
も

い
え
る
も

の
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
そ
こ

ま
で
ふ
れ
る
余
裕
が
な

い
。
今
わ
た
し
た
ち

に
と

っ
て
関
心

の
対
象

と
な
る
最
初
の
も
の
は
、

一
六
世
紀
末
以
降

の
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
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る

翻

訳

活

動

で
、

当

時

か

れ

ら

が
依

拠

し

た

原

語

と

は

ラ

テ

ン
語

で

あ

っ
た
。

こ

の

こ
と

を

リ

ッ
チ

の

『坤

輿

万

国
全

図

』

を

例

に
考

え

て

み

よ
う

。

荒

川

一
九

九

七

で
筆

者

は

、

リ

ッ
チ

が

「
温

帯

」

を

「
正

帯

」

と

し

た

こ

と

の

理

由

と

し

て
、

ラ

テ

ン
語

の

原

語

z
o
n
e
te
m
p
e
r
a
te

6
`
te
m
p
e
r
a
t
e
が
本

来

温

度

そ

の
も

の
を

指

す

の

で
な

く

「
当

を

得

た

、

中

庸

の
」

と

い
う

意

味

で
あ

っ
た

か

ら

で

あ

る
と

述

べ
た

。

こ

れ

は

ラ

テ

ン
語

と

対

照

し

て

は

じ

め

て
わ

か

っ
た

こ
と

で

あ

る
。

で

は

「
熱

帯

」

は

ど

う

で

あ

っ
た

の

か

。

「
熱

帯

」

の

ラ

テ

ン
語

は

N
°
n
a
to
r
r
id
a
、

to
r
r
id
a

(to
r
r
id
u
s
)

と

は

本

来

「
乾

き

き

っ
た
、

灼

熱

の
」
と

い
う

意

味

で

あ

っ
た

。
と

こ

ろ

で
地

球

を

球

体

と

考

え

、

地

帯

の
観

念

を

発

達

さ

せ

た

の
は

ギ

リ

シ

ア

人

で
あ

り

、

そ

の
頂

点

バ
リ
　

は
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の

『気
象
学
』

で
あ

っ
た
。
ウ
イ
リ
ギ
リ
ウ
ス

の

『農
耕
詩
』
(0
8
「°q
陣8
)
で
は
そ
れ
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
描
写
す
る
。

天
空
を
と
り
か
こ
む
五
つ
の
地
帯
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
、
赤

熱

の
太
陽
の
た
め
常
に
燃
え
、炎

の
た
め
に
常

に
焦
熱
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
を
と
り
ま

い
て
、
左
右

の
い
ち
ば
ん
外
側
に
は
、
青

色

の
氷
に
と
ざ
さ
れ
、
陰
う

つ
な
嵐

の
た
れ
こ
め
て
い
る
二
つ

の
地
帯
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

(地
帯
)
と
真
ん
中

の
地
帯
と
に
は
さ
ま
れ
た
二

つ
の
地
帯
は
、
神

々
の
恩
恵
に
よ

っ
て
、
不
幸
な
人
間
た
ち

に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

リ
ッ
チ
は

「乾
坤
体
義
』
で

「熱
帯
」
を
使

い
、

ア
レ
ニ
も

「職

方
外
紀
』
で
こ
の
語
を
継
承
し
た
が
、
以
上

の
説
明
か
ら
す
る
と

「熱

帯
」
と

い
う
訳
は
や
や
不
適
切
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
と
い
う
の

は
中
国
語

の

「熱
」
と
は

"
ア
ツ
イ
"
と
は

い
え
、
火
傷
を
し
そ
う

な
あ

つ
さ
で
あ
る

「堤
」
と
は
区
別
さ
れ
る
し
、
熱
湯
が

「開
水
」

で
あ
る
の
に
対
し

「熱
水
」
と
は
適
度
な
暖
か
さ
を
も

っ
た
湯
の
こ

と
だ
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
字
典
で

「熱
帯
」

(to
rrid
zon
e)
に
か
ぶ
せ
ら
れ
た
形
容
詞

§

「乙

の
訳
語
に
は
「
熱
」

と
な
ら
ん
で

「燥
、
燥
熱
」
が
出
て
く
る
。

〈熱
帯
〉
は

「燥
帯
」

と
訳
さ
れ
て
も
よ
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
で
、
リ
ッ
チ
が

「全
図
』

の
注
記
を
書
く
に
際
し
参
考

に
し
た
資
料

の

一
つ
で
あ
る

ペ
ド

ロ

・
ゴ
メ
ス
の

「天
球
論
』
は
、
日
本

で
は
日
本
イ

エ
ズ
ス
会

の
翻
訳
天
文
書

『二
儀
略
説
』

(
一
七
世
紀
後
半
成
立
)
と
な

っ
て

残

っ
た
が
、
こ
こ
で
は

〈熱
帯
〉
は

「暑
帯
」
だ
け
で
な
く

「赤
帯
」

と
も
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ラ
テ
ン
語
の
原
義
を
意
識
し
た
も
の

と

い
え
る
。

あ
と
い
く

つ
か
気
づ
い
た
点
を
述
べ
よ
う
。
荒
川

一
九
九
七
で
は

「熱
帯
」

の

「帯
」
を
オ
ビ
か
ら
の
比
喩
義

と
考
え
た
が
、
実
は
ラ

テ
ン
語
の

N。目

自
身
本
来
オ
ビ
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て

リ
ッ
チ
に
と

っ
て

No器

か
ら

「帯
」

へ
の
結
び
つ
き
は
き
わ
め
て

容
易
な
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
前
著

で
は
リ
ッ
チ
が
地

理
学
用
語
を

つ
く
る
際
、
す
で
に
高
度
に
発
展
を
と
げ
て
い
た
中
国

の
天
文
学
用
語
を
転
用
し
た
と

の
べ
た
が
、
西
洋

に
お

い
て
も
、
地

球
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
は
多
く
天
球
に
つ
け

ら
れ
た
用
語
か
ら
き
て

バけ
　

い
た

の
で

あ

る
。
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勿

オ

ラ

ン
ダ

語

江

戸

日

本

に

お

け

る

翻

訳

は

オ

ラ

ン
ダ

語

を
介

す

る
も

の

で
、

そ

の
翻

訳
法

の

一
つ
と

し

て
逐

語

訳

、

直

訳

法

が

あ

る

こ

と

が

早

く

か

ら
指

摘

さ

れ

て

い
た

。
斎

藤

静

一
九

六

六

『
日

本

語

に

及

ぼ

し

た

オ

ラ

ン
ダ

語

の
影

響

』

(篠

崎

書

林

)

か

ら

い
く

つ
か
例

を

あ

げ

よ

う

。

a
a
n
tr
e
k
k
in
g
s
(ni
,
く

)

k
r
a
c
h
t
力

)

11

引

力

p
a
a
r
d
e
n
(馬

)

k
r
a
c
h
t
(力

)

11
馬

力

d
ie
r
e
n
(獣

)

二
Φ
ヨ
(帯

)

H
獣

帯

h
o
o
r
n
(角

)

v
lie
s
(膜

)

11
角

膜

n
e
t
(網

)

<
=
①
ω
(膜

)

11
網

膜

tw
a
a
lf
(-}--
1
1)

v
in
g
e
r
ig
e
n
(指

)

-d
a
r
m
(腸

)

11

十

二
指

腸

江

戸

日

本

の
地

理

学

に
お

け

る

オ

ラ

ン
ダ

地

理

学

の
遺

産

に

つ

い

て

は

石

山

一
九

六

二

に
詳

し

い
が

、

オ

ラ

ン

ダ

語

そ

の
も

の
か

ら

き

て

い
る

地

理

学

用

語

は

そ

れ

ほ

ど

多

く

は

な

い
。

〈太

平

洋

〉

は

広

瀬

元

恭

『
理

学

提

要

』

で
は

「
静

海

」

と

訳

さ

れ

て

い

る

が

、

こ
れ

バ
セ
　

は

オ

ラ

ン
ダ

語

の

】)
①
○。
自
=
N
Φ
①
を

訳

し

た

も

の

で
あ

る

。

も

つ
と

も

こ

れ

は

現

在

に

つ
な

が

っ
て

い
な

い
。
も

う

一
つ
は

「
半

島

」
で

、

こ

れ

は

山

村

才

助

『
訂

正

増

訳

采

覧

異

言

』

(巻

ニ

ー

一
ニ

ウ

)

に

引

く

よ

う

に

、

オ

ラ

ン

ダ

語

訂

三

:N-
分

)

e
ila
n
d
(島

)

か

ら

つ
く

ムお
　

ら

れ

た

。

'

㈲

英

語

「
貿

易

風

」

が

tr
a
d
e
w
in
d

G
直

訳

で
あ

る

こ
と

は
容

易

に

理

解

で

き

よ

う

が

、

t
r
a
d
e
w
in
d

が

も

と

=

定

の
風

、

季

節

風

」

と

い
う
意
味
で
あ

っ
た
た
め
、
中
国
で
は
、

「恒
信
風
」

(『博
物
新
編
』

一
八
五
六
)

「熱
帯
常
風
」
(
『ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
英
華
字
典
』
一
八
六
六
-
六
九
)

の
よ
う
に
訳
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
『博
物
新
編
』
に
は

「恒
信
風
」

の
注
と
し
て
「
ま
た
俗
に
貿
易
風
と
も
呼

ぶ
」
と
も

い
う
。
「貿
易
風
」

は
原
語
の
意
味

の
変
化
と
と
も

に
、
俗
称
が
正
式

の
名
称
と
な

っ
た

バけ
　

も

の

で

あ

る

。

「
海

流

」

は

o
c
e
a
n
c
u
r
r
e
n
t
6

訳

語

と

し

て

明

治

二

〇

年

代

に

日

本

で

生

ま

れ

た

。

も

っ
と

も

〈
海

流
〉

を

表

す

原

語

は

も

と

は

s
tr
e
a
m

で
あ

っ
た

た

め

、

中

国

で
は

、

「
流

」

(
『新

釈

地

理
備

考

』
)

「
平

流

」

(
『
地

理

全

志

』
)

「
河

流

」

(
『
格

物

探

原
』
)

「水

溜

」

(
『
地

志

啓

蒙

』
)

の

よ

う

な

名

称

が

つ
く

ら

れ

て

い
た

。

「
海

流

」

の

登

場

は

、

原

語

が

s
tr
e
a
m

か

ら

o
c
e
a
n

c
u
r
r
e
n
t
に
変

わ

っ

て

の

ち

の

こ

と

で

あ

る

。

も

っ
と

も

、

。
8
碧

を

「
洋

」
、

s
e
a
を

「
海

」

と

訳

し

分

け

る

必

要

か

ら

一
時

期

は

「
洋

流

」

と

い
う

語

が

使

わ

れ

た
時

期

が

あ

っ

た

が

、

の
ち

に

日
本

で

は

「
海

流

」

が

、

中

国

で
は

「
洋

流

」

が

優

　
に
　

勢

に
な

っ
た
。

「盆
地
」

の
原
語
は

b
asin
、
b
o
w
l
ほ
ど

深
く
は
な

い
容
器

の
こ

と
で
、
こ
れ
が
英
語
で
は
地
理
学
用
語
に
転

用
さ
れ
た
。
日
本
で
の

「盆
地
」
の
初
出
は
明
治
二
八
年

(
一
八
九
五
)
の
山
上
万
次
郎
編

『地

近代日中学術用語の研究をめぐって247



学
字
彙

英
独
和
之
部
』
(『地
学
雑
誌
』
七
ー
七
五

付
録
)
で
あ
る
。

「盆
」
は

日
本
語
で
は
浅

い
ト

レ
イ

の
よ
う
な
容

器
を
指
す

の
に

b
asin
6
訳̀
語
に
使
わ
れ
た
の
は
、
日
本
語
に
入

っ
て
意
味
変
化
す

る
以
前

の
中
国
語
で
の

「盆
」
の
意
味
に
し
た
が

っ
た
も

の
で
あ
る
。

「覆
水
盆

に
返
ら
ず
」
の
盆
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
二
四
年

の

日
本
初

の
国
語
辞
書
、
大
槻
文
彦
の

『言
海
』
に
は
、

ω

ヒ
ラ
カ
、
瓦
器
ノ
平
形
ノ
モ
ノ
、
鉢
。

口

今
、
専

ラ
、
木
製
、
方
円
の
扁
平
ナ
ル
器
。
縁
、
浅
シ
。
物

ヲ
載
ス
ル
用
ト
ス
。
承
盤

と
あ
る
。
明
治
期
日
本

の
英
和
辞
書
で
よ
く
利
用
さ
れ
た
、
柴
田

・

子
安
の

『附
音
挿
図
英
和
字
彙
』

(日
就
社
、
明
治
六
)
に
、

b
a
sin
(下
線

明
治

一
五
、
第
二
版
か
ら

(

)内
ふ
り
が
な
)

盆

(ボ
ン
)

孟

(
ハ
チ
)

瓶

(カ
メ
)

操
盤

池

(イ
ケ
)

入
船
所

(フ
ナ
イ
レ
バ
)

圓
谷

(
マ
ル
キ
タ
ニ
)

天
秤
盤

(
バ
カ
リ
ザ
ラ
↓
テ
ン
ビ
ン
サ
ラ
)

と
あ
る

の
も
、
b
asin
に

「盆
」
を
あ
て
た
根
拠
に
な
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に

『附
音
挿
図
』

の
訳
語
は
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
の
英
華
字
典

の

影
響
を
色
濃
く
受
け
た
も

の
で
、
訳
語

の

「盆
」
は
英
華
字
典
か
ら

　あ
　

と

っ
た
可
能
性
が
高

い
。

ω

ド
イ
ツ
語

・
フ
ラ
ン
ス
語

ド
イ

ツ
語
か
ら
き
た
も

の
と
し
て
は

iceb
e
rg
‐
+
「氷
山
」
が
あ

る
が
、
問
題
は
こ
れ
が

『職
方
外
紀
』

(
一
六
二
三
)

に
す
で
に
現

れ
て
い
る
と

い
う
点

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

又
苦
氷
山
、
海
中
氷
塊
為
風
所
撃
、
堆
畳
成
山

(巻
五
)

と
あ
る
。
こ
れ
は

「氷
の
山
↓
氷
山
」
と

い
う

つ
く
ら
れ
方
を
し
た

も

の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
に
な
る
と
メ
ド

ハ
ー
ス
ト
や
ロ
ブ
シ
ャ
イ

ト
の
辞
書
、
『地
理
全
志
』
に
も
現
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は

『職
方
外
紀
』

と
は
別
に
ド
イ
ツ
語
経
由
で
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
起
源
と
し
N
は

glac
ie
r
「
氷
河
」
が
あ
る
。
こ
れ

は
フ
ラ
ン
ス
語

σq再

①
「氷
」

の
派
生
語
で
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
英
華

字
典
な
ど
は
、

氷
田

山
上
氷
田

と

い
う
よ
う
な
造
語
を
し
て
い
る
し
、
現
代
中
国
語
で
も
、

氷
川

と
、
日
本
と
は
ち
が
う
語
を

つ
く

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
原
語

の
直

訳
と
い
う
よ
り
、
そ
の
形
状
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
と

い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

㊦

か
た
ち
か
ら
も
つ
く
ら
れ
る

電
池
河
辺
浩

一
九
七
七
に
よ
れ
ば
初
出
は

マ
ー
テ
ィ
ン
の
『格
物
入
門
』

(
一
八
六
七
)
で
あ
る
。
原
語
は

く
き

①蔓
、
本
来

「打

つ
も
の
」

の

意
で
、
「電
池
」
は
こ
れ
を
直
訳
し
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ

「電

の
池
」
か
ら

「電
池
」
が

で
き
た
の
だ
ろ
う
。
「電

の
池
」
は
今
の

乾
式

の
電
池
か
ら
は
想
像
が

つ
か
な
い
が
、
も
と
は
湿
式
電
池
す
な

わ
ち
電
解
質
溶
液
に
金
属
片
を

つ
け
た
も
の
か
ら
き

て
い
る
。
『格

物
入
門
』

に
は
次
の
よ
う
な
図
を
の
せ
て
い
る
。
金
属
片
を
積
み
上
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げ
た
も

の
は

「電
堆
」
と
呼
ば
れ
、
電
解
質
溶
液
を

い
れ
た
と
こ
ろ

が

「池
」
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
う

い
う
と

「池
」
と
は
大
き
な

も

の
を

い
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
が
お
こ
る
で
あ
ろ
う
が
、

中
国
語

の

「池
」
が
、

便
池

(便
器

の
た
め
る
と
こ
ろ
)

花
池

(花
壇
)

浴
池

(銭

湯
)

楽
池

(オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス
)

舞
池

(ダ
ン
ス
ホ

ー

ル
)

の
よ
う
な
も
の
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
理
解
で
き
る

だ
ろ
う
。
日
本
語
で
も
硯
の
水
を
た
め
る
と
こ
ろ
は

"イ
ケ
"
と

い

う
。
「電
池
」
は
原
語
よ
り
も
、
そ
の
も
の
の
形
状
に
着
目
し
て
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「格物入門」巻四 「電学」

山

脈

同

じ

こ

と

が

「山

脈

」

に

つ

い

て

も

い
え

る
。

原

語

は

ヨ
。
旨

・

ta
in

c
h
a
in

[r
a
n
g
e
]

こ

6̀

c
h
a
in

(
つ
ら

な

っ
た

も

の
)

あ

る

い

は

r
a
n
g
e

(な

ら

ん
だ

も

の
)

か

ら

は

「
脈

」

は

出

て

こ
な

い
。

山

が
人

の
経

絡

の
よ

う

に

つ
づ

く

さ

ま

に

な

ぞ

ら
え

て

つ
く

ら

れ

た

も

　
レ
　

の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

「
山
脈
」
は
本
来
風
水

の
用
語
で
あ
る
。
村

落
の
立
地
条
件
と
し
て
、
村
落
が
寄
り
添
う
山
並
が
延
々
と
起
伏
し

て
さ
な
が
ら
動
く
龍
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
。
こ
の
語

は
風
水

の
書
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
明

の
徐
弘
祖

の

『徐
霞
客
游
記
』

「輿
西
游
日
記

一
」
や

『朱
子
語
類
』

に
み
え

る
。

随
山
脈
登
海
陽
庵
、
飯
而
後
行
、
巳
下
午
　

(『徐
霞
客
游
記
』
「再
西
游
日
記

一
」)

山
下
有
水
、
今
湊
井
底
人
亦
看
山
脈

(『朱
子
語
類
』
巻
二
)

『六
合
叢
談
』
「地
理
」

(
一
八
五
七

一
1

=
二
)
に
み
え
る
つ
ぎ

の

「山
脈
」
も
中
国

の
伝
統
的
な
用
法
に
し
た
が

っ
て
い
る
。

地
面
之
形
状
四
也
、
山
脈
之
方
向
五
也

こ
れ
は
気
候

(「地
気
」
)
を
形
成
す
る
条
件

の

一
つ
と
し
て
あ
げ

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
現
在
の

「山
脈
」
で
あ
る
か
は

疑
問
が
あ
る
。
と

い
う

の
は
、

『六
合
叢
談
』

に
は

「山
原
論
」
(
一

-
五
)
と

い
う
も
の
が
あ
り
な
が
ら

「山
脈
」
に

つ
い
て
は
特
に
論

じ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。

近
代
地
理
学
用
語
と
し
て
の

「山
脈
」
は
む
し
ろ
江
戸
日
本
の
蘭

学
者

の
書
に
先
に
み
え
る
。

249-一 近代 日中学術 用語の研究 をめ ぐって



○
箕
作
省
吾

・
院
甫

『坤
輿
図
識
補
』

(弘
化
三

・
一
八
四
六
)

亜
墨

利
加
ノ
、
暗
得
大
山
脈
中

二
、
処

々
火
坑
ア
リ

(巻

一

輿
地
総
説
)

○
宇

田
川
椿
精

『万
国
地
学
和
解
』

(慶
応
四

・
一
八
六
八
)

(山
)
ハ
、
地
ノ
著
大

二
海
面
ヲ
抽
出
ス
ル
者

ニ
シ
テ
、
(山
脈
)

ハ
其
連
続
ス
ル
者

ヲ
云

フ

(五
オ
)

た
だ
し
後
者
は
ア
メ
リ
カ
人
の
地
理
書
を
訳
し
た
も

の
で
、

(山

脈
)
の
横

に
は

「
チ
ャ
レ
ラ
ン
モ
ウ
ン
タ
イ
ン
」
と
ふ
り
が
な
が
つ

い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
西
洋
人
た
ち
の
つ
く

っ
た
地
理
書
に
は

「山
脈
」
が

出
て
こ
ず
、
そ
れ
に
か
わ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
も

の
は

「山
嶺
」

で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
荒
川

一
九
九
七

(二
五
四
頁
)

で
は
、
『地

理
全
志
』

の

「山
嶺
」
を

「山
脈
」
を
表
す
も
の
と
位
置
づ
け
た
。

そ
の
と
き
は
傍
証
が
な
か

っ
た
が
、
の
ち

に
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の

『地
志

須
知
』

(
一
八
八
二
)
に
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

山
嶺

地
面
上
有
土
石
高
起
者
為
山
、
数
山
相
連
而
長
者
為
嶺

(第

一
章
)

同
書

の
地
図
に
も

「烏
拉
嶺
」

(ウ
ラ
ル
山
脈
)
が
出
て
い
る
。
ま

た
最
近

の
『五
種
語
言

地
理
学
詞
彙
』
(商
務
印
書
館
、
一
九
九
二
)

で
は
、

〈山
脈
〉

に
あ
た
る
も
の
と
し
て

「山
脈
」
以
外
に

「山
嶺
」

を
あ
て

て
い
る
。

四

語
構
造
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ

門

化
石
　

zgo

以
上
は
主
と
し
て
原
語
と

の
関
係
か
ら
造

語
の
問
題
を
考
え
た

が
、

つ
ぎ
に

「化
石
」
と
い
う
語
を
例
に
語
構
造
の
上
か
ら
、
こ
と

　
　
　

 ば
が
ど
う
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
み
た
い
。
「化
石
」

が
日
中
ど
ち
ら
で
つ
く
ら
れ
た
語
で
あ
る
か
は
か
ね
て
か
ら
気
に
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
歌
代

・
清
水

・
高
橋

一
九
七
三

『地
学
の
語

源
を
さ
ぐ
る
』

(東
京
書
籍
)
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ

っ
た

か
ら
で
あ
る
。

「化
石
」
の
語
は
日
本
で
つ
く
ら
れ
た
言
葉
で
(漢
語
と
し
て
は
、

こ
ん
な
言
葉
は
あ
り
え
な

い
)
、
…
…
平
賀
源
内

や
司
馬
江
漢

が
使

っ
た
例
が
も

っ
と
も
古
く
知
ら
れ

て
い
る
。

(四
二
頁
)

「漢
語
と
し
て
こ
ん
な
言
葉
は
あ
り
え
な

い
」
と
は
ど
う

い
う
こ

と
か
、
そ
こ
で
は
そ
れ
以
上
の
説
明
が
な
い
が
、

の
ち
に
、
筆
者
の

一
人
、
清
水
大
三
郎

一
九
九
六

『古
典

に
み
る
地
学

の
歴
史
』

(東

海
大
学
出
版
会
)
で
は
、

漢
語
で
は
化
為
レ
石
と
か
化
レ
石
と
い
う
語
は
あ

っ
て
も
、
名
詞

と
し
て
の
化
石
と
い
う
語
は
あ
り
え
な

い

(
=
二
九
頁
)

と
補
足
的
説
明
が
さ
れ
た
。
氏
は
語
学
者
で
な

い
の
で
説
明
の
こ
と

ば
に
窮
し
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
こ
れ
は
要
す

る
に
中
国
語
と
し
て
の

「化
為
石
」
「化
石
」
は
語
で
は
な
く
フ
レ
ー
ズ

(あ
る
い
は
連
語
、

句
)
と

い
う

べ
き
な
の
で
あ
る
。
劉
昭
民

『中
華
地
質
学
史
』

(台



湾
商
務
印

書
館
、

一
九
八
五
)
を
ひ
も
と
け
ば
、
「化
為
石
」
と

い

う

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
例
は
、
古
く
か
ら

い
く
ら
で
も
存
在
す
る
こ
と

が
わ
か
る
。
先
に
問
題
に
し
た

『職
方
外
紀
』

に
も
、

皆
昔
時
避
乱
之
民
穴
居
於
此
、
死
後
為
気
所
凝
、
漸
化
為
石

(巻

一

土
爾
格
)

の
よ
う
な
例
が
み
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
こ
れ
が

「化
石
」
と

な
っ
た
と
き
に
語
と
な
る
か
ど
う
か
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

実
は

「化
石
」
は
方
以
智
の

『物
理
小
識
』

(
一
六
六
四
)
巻
七

の

「金
石
類
」
に
表
題
と
し
て
出

て
く
る
の
で
あ
る
。

『物
理
小
識
』

は
江
戸
時
代
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
日
本
の
博
物
学
者
た
ち
に
影
響
を

不
0
顧
粉
海
嵯
録
崖
弗
槍
林
港
土
厩
爺
塞
蟹
入
不
稚
励
急

卿
之
則
威
蕃

紀
那
多
墾
亜
固
早有
奨
石
穴
κ
,窒

意

一

万
人
無
第
皆
茸
避
瓢
之
民
爲
寒
氣
班
疑
解
化
爲
笈
他
却
秘

之
化
石
石
之
似
梅
似
柏
皆
不
砦

也
唐
書
言
回
紘
灰
野
有

松
入
康
千
河
成
万
杜
光
壌

曇

州
禾
康
縣
有
松
童
水
爲

互
習
能
始
名
勝
悲
四
川
永
川
孫
來
蘇
旗
府
憐
化
五
燕
京
萬

あ
た
え
た
と
さ
れ
る
書
で
あ
る
。
で
は
、
こ
こ
で
は
す
で
に
単
語
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
中
国
語
と
し
て
の

「化
石
」
は
あ
く
ま
で

フ
レ
ー
ズ
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
『物
理
小
識
』
の
表
題
は
、
「異
石
」

「養
珠
法
」
「化
鉄
法
」

の
よ
う
な
も
の
も
あ

る
が
、
「硝
皆
地
出
」

「宝
石
不

一
」
「鉄
成
銅
」
「銅
錫
鋳
剣
」
の
よ
う
に
フ
レ
ー
ズ
形
式

の
も
の
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
問
題
は

「人
名
柏
化
石
」
「有

松
化
石
」
の
よ
う
な
も

の
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
で
あ
る
。
「柏
化
石
」

や

「松
化
石
」
が
単
語
で
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な

い
。
で
は
、
だ

か
ら
と
い
っ
て

「化
石
」
も
単
語
か
と
い
う
と
そ
う
は

い
か
な
い
。

そ
れ
は

「化
石
」
と

い
う
と
き
と

「松
化
石
」
と
い
う
と
き
と
で
は

全
体

の
構
造
が
ち
が
う
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま

り
、
「化
石
」
は
中
国

語
と
し
て
は
あ
く
ま

で
フ
レ
ー
ズ
だ
が
、
「
松
化
石
」
は

「松
が
化

し
た
石
」
と
と
ら
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
も

し

「松
化
石
」
が

「松
、

石

二
化

ス
」
だ
と
す
る
と
こ
れ
は

「主

+
動

+
目
」
の
構
造
と
な
る

が
、
こ
の
よ
う
な
構
造

の
語
は

「腎
結
石
」

「肺
結
核
」
等

の
医
学

用
語
を

の
ぞ
い
て
現
代
中
国
語

に
は
存
在
し
な

い
。
し
か
も
、
こ
れ

ら
の
医
学
用
語
は
日
本
語
か
ら
入

っ
た
可
能
性
が
高

い
。

マ
ッ
シ
ー

二
は

「化

石
」
を
偏
正
構
造

の
語
と
と
ら
え

て
い
る
が

(ζ
,。°。凶三

1
9
9
3
)、
こ
れ
は
興
味
あ
る
指
摘
で
あ

る
。
と

い
う
の
は

「化
石
」

は
本
来
の
構
造
か
ら
い
え
ば
動
賓
構
造
の
語

の

一
種
と
し
か

い
え
な

い
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
構
造
を
も

っ
た
語
は
中
国
語
に
他
に
例
が

な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
語
が
現
代
中
国
語
に

存
在
す
る
の
か
。
そ
れ
は
江
戸
日
本

の
博
物
学
者
た
と
え
ば
平
賀
源

近代日中学術用語の研究をめぐってZgi



内
、
司
馬
江
漢
、
そ
れ
に
木
内
石
亭
ら
が

『物
理
小
識
』
を
読
み
、

そ
こ
に
あ

っ
た

「化
石
」
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
を
単
語

(
一
種

の
石
)

と
思
い
こ
み
そ
の
ま
ま
使
用
し
続
け
、
そ
れ
が
明
治
維
新
後
専
門
用

語
と
し

て
確
立
し
、
さ
ら
に
中
国

へ
と
伝
わ

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

「化
石
」

の
専
門
用
語
と
し
て
の
意
味
は
明
か
で
、
そ
う
し
て
確
立

し
た

「
化
石
」
は
専
門
用
語
と
し
て
の
権
威
性
か
ら
、
そ
の
本
来
の

構
造
を
疑
わ
れ
る
こ
と
な
く
中
国
語

の
中
に
入

っ
て
い
っ
た
と
い
う

　り
　

わ

け

で
あ

る

。

注

 

〈
1
>

「
現
代

漢

語
外

来

詞

研
究

」

が

日
本

語

起

源
と

誤

っ
た
語

に

つ

い
て
は
宮

田

一
九

九

二
、

一
九

九

八

に
指

摘

が
あ

る
。

ま
た

「漢

語

外

来

詞
詞
典

」

の
ま

ち

が

い
に

つ

い
て
は
沈

一
九
九

四

、

一
四
六

、

三
五

五
頁

を
参

照
。

〈
2
>

山

田
孝

雄

一
九

四

〇
、
古

田

一
九
六

三

a
、

b
。

〈
3
>

下
河
部

行
輝

一
九

九

四

に
よ

れ
ば
上

海

図
書
館

、

北
京
大

学

図

書

館

に
も

あ

る
と

の
こ
と

で
あ

る
。

〈
4
>

荒

川

一
九
九

七

、

二
七

五
頁

の
注

三
四
を

参
照

。

〈
5
>

邸

其
照

の
辞

書

は
も

と
も

と

メ
ド

ハ
ー

ス
ト

の
辞
書

の
影

響
を

受

け

て

い
る
と

い
わ

れ

て

い
た

(
こ

の
点

に

つ
い
て
は
森

岡

一
九
六

一
、

五
六

頁
)
。
宮

田

一
九

九

八

b

は

そ

の
こ

と
を

具
体

的

に
指

摘

す

る
と

と
も

に
、

脇
四の
何
種

か

の

バ
ー
ジ

ョ
ン

の
収

録
語

を
比

較

し

た

も

の
で
あ

る
。

ま

た
、
内

田

一
九
九

八

に
よ

れ
ば

、
藤

の
そ

の
後

の
バ

ー
ジ

ョ
ン
で
は

ロ
ブ

シ

ャ
イ
ト

の
影
響

も

あ

る
と

い
う
。

ム ム ム

141312
VVV

ム ム ム バ ム ム

11109876
VVVVVV

中
山

一
九

九

二
。

鮎

沢

一
九

五
九

、

八

一
頁
。

八

耳

一
九

九

六
、
参

照

。

石

山
洋

一
九

八

五
に

こ

の
経

過

の
紹
介

が
あ

る
。

以

下
、
織

田
武

雄

一
九

五
九

、

一
=

一
頁

～
に
よ

る
。

同
前

。

こ

の
指
摘

は
斎

藤
毅

一
九

七
七

、

四
九

頁

に
み
え

る
。

「
半
島

」

に

つ
い
て
は
荒

川

一
九
九

七
、

一
九

頁

～
を
参

照
。

「
貿

易

風
」

に

つ

い
て
詳

し
く

は
荒

川

一
九
九

七

、
第

六
章

を

参

照
。

〈
15
>

「
海

流
」
に

つ
い
て
詳

し

く
は
荒

川

一
九
九

七
、
第

五
章

を
参

照

。

〈
16
>

「
盆

地
」

に

つ
い
て
は
荒

川

一
九
九

八

a
で
詳

し
く
述

べ
た
。

〈
17
>

「朱

子

語
類

』

の
例

と

と
も

に
、
大

阪

市
立

大

学

の
三

浦
國

雄

氏

(中

国
思
想

)

か
ら

の
教
示

に
よ
る

。

〈
18
>

以

下
は
荒

川

一
九
九

八

b
を
補

訂

し
た
も

の
で
あ

る
。

〈
19
>

中

国

で
は

「地
学

浅
釈

」
(江
南

製

造
総

局
、

一
八
七

二
)
の

「
彊

石
」

が
使

わ

れ
た
時

期
も

あ

っ
た

(
こ
れ
は

日
本

に
も
伝

わ

っ
た
)

が
、

の
ち
日
本

来
源

の

「
化

石
」

が

こ
れ

に
と

っ
て
か
わ

っ
た

。

参
考
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岡
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郎
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九
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界
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書
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信
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一
九
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九
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社
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」
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荒
川
清
秀

一
九
九
七

『近
代
日
中
学
術
用
語
の
形
成
と
伝
播

地
理
学
用
語
を
中
心
に

』

白
帝
社

荒
川
清
秀

一
九
九
八
a

「漢
字
の
意
味
の
歴
史
性

『盆
地
』考
」

『学
鐙
』
三
月
号

丸
善

荒
川
清
秀

五
月
号

石
山
洋
史
研
究

石
山
洋
物
学
〉

春
号

内
田
慶
市

一
九
九
八
b

「こ
と
ば
の
ゆ
く
え
を
追
う
」
『し
に
か
』

大
修
館
書
店

一
九
六
二

「蘭
学
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
地
理
学
」
『地
理
学

H
』

柳
原
書
店

一
九
八
五

「播
吉
星
教
授

"
用
語

〈化
学
〉
お
よ
び

く植

の
初
期
使
用
に
関
す
る
新
資
料
に
接
し
て
」
「科
学
史
研
究
」

一
九
九
八

「邸
其
照
の

「華
英
字
典
集
成
』」
『関
西
大

学
中
国
文
学
科
紀
要
』
第

一
九
号

織
田
武
雄

一
九
五
九

「古
代
地
理
学
史
の
研
究
』

柳
原
書
店

河
辺
浩

一
九
七
七

「漢
語

『電
池
』
の
考
証
」
『言
語
生
活
』
三
〇

六
斎
藤
毅

一
九
七
七

『明
治
の
こ
と
ば
」

講
談
社

坂
出
伸
祥

一
九
七
〇

「
『六
合
叢
談
』
に
み
え
る
化
学
記
事
」
「科
学

史
研
究
』
第
九
三
号

佐
藤
亨

一
九
八
三

『近
世
語
彙
の
研
究
』
桜
楓
社

佐
藤
亨

一
九
八
六

『幕
末
明
治
初
期
語
彙
の
研
究
』
桜
楓
社

沈
国
威

一
九
九
四

「近
代
日
中
語
彙
交
流
史
」

笠
間
書
院

下
河
部
行
輝

一
九
九
四

「
「海
国
図
志
』
と

「亜
墨
利
加
総
記

全
』

と
を
め
ぐ
っ
て
」
「洋
学
資
料
に
よ
る
日
本
文
化
の
研
究
」

吉
備
洋

学
史
研
究
会

飛
田
良
文

・
宮
田
和
子

一
九
九
七

「十
九
世
紀
の
英
華

・
華
英
辞

典
目
録

翻
訳
語
研
究
の
資
料
と
し
て
」
「国
語
論
究
』
六

近

代
語
の
研
究

明
治
書
院

古
田
東
朔

一
九
六
三
a

「訳
語
雑
見
」

『国
語
研
究
室
』
第
二
号

東
大
国
語
研
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